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１ 芸術作品と地理学
場所を記述し理解する方法には, さまざまなものが考えられる｡ 例えばある場
所を理解するにあたって, その緯度経度, 地形区分, 気温と降水量, 主要な都市,






その意味において, 真に優れた場所の記述とは, それを鑑賞する者に, その場


















について解釈する｡ 今回テキストとする 『東京物語』 (1953年, 松竹大船, 演出：
小津安二郎, 135分) は, 日本映画のベストテンではつねに上位にランクされて

























れているのである｡ そこでまず 『東京物語』 のストーリーを, 登場人物の空間的


















スグ此ノ土手ノ下｣ ―荒川の土手, の五つの風景ショットが入り, 舞台が転換し
















の商店街の一角に ｢うらら美容院｣ の看板, そして美容院の中へと場面は転換す
る｡ ここは長女の志げ (44歳：杉村春子) の家である｡ その日幸一が両親を東京
見物に連れて行く予定だったが, 急な往診で中止となり, 数日後, 周吉夫妻はこ
こに来ている｡ 幸一の家からそう遠くない千住あたりの場末の一角, 物干しから
見える風景はごみごみした江東のそれであり, つねに町工場の騒音が聞こえてい
る｡ 結局, 幸一も志げも仕事が忙しく, 両親の世話をすることができない｡ そこ







重なる｡ しかし, 老夫婦にとって東京に行く主目的が名所見物ではなく, 東京で
生活する子どもたちに会い, 彼らと共通の時間をもつことであったことを考えれ
ば, 『東京物語』 の東京とは, 一般的な意味での東京ではなく, あくまで老夫婦
によって意味づけられた, つまり子どもたちの生活する場所としての東京であっ
たからだ｡ したがって, 物語の中で東京として描かれるのは, 皇居や銀座などで























翌朝, 再び静かな熱海の海岸風景のショットが入って, 防波堤に座る二人｡ 静







り, その日の昼過ぎ, 二人は志げの美容院へ帰ってくる｡ 志げが今晩この家で大
勢集まって講習会が開かれると言うので, 二人は相談して, とみは紀子のアパー
トへ, 周吉は知り合いの家を訪ねることにした｡ その真夜中, 泥酔した周吉が美








入り, 場面は数日後の江東の幸一の家へ移る｡ ここからが映画の後半になる｡ 幸
















に場面が変わると尾道水道を見下ろす料亭 ｢竹村家｣ の二階で, 周吉を囲んで子
どもたちが葬式帰りの食事をしている｡ 次のシーンではすでに幸一・志げ・敬三
は去ったあとで, 最後まで残っていた紀子が東京へ帰る日である｡ 紀子が周吉に









尾道 大阪 東京 熱海
周吉､ とみ､ 京子 敬三 幸一､ 志げ､ 紀子
－－－－－－－－－－－－－－－－ 両親の東京への移動 －－－－－－－－－－－－－－→
京子 敬三 周吉､ とみ､ 幸一､ 志げ､ 紀子
－－－－－－ 両親の熱海への移動 －－－－－→
京子 敬三 幸一､ 志げ､ 紀子 周吉､ とみ
←－－－－－ 両親の東京への移動 －－－－－
京子 敬三 周吉､ とみ､ 幸一､ 志げ､ 紀子
←－－－－－－ 両親の大阪への移動 －－－－－－
京子 周吉､ とみ､ 敬三 幸一､ 志げ､ 紀子
←－－－－－－ 両親の尾道への移動 －－－－－－
周吉､ とみ､ 京子 敬三 幸一､ 志げ､ 紀子
←－－－－－－－－－－－－－－ 子供たちの尾道への移動 －－－－－－－－－－－－－
周吉､ 京子､ 幸一､ 志げ､ 紀子､ 敬三
－－－－－－－－－－－－－－ 子供たちの東京への移動 －－－－－－－－－－－－→
周吉､ 京子､ 紀子 敬三 幸一､ 志げ
－－－－－－－－－－－－－－ 紀子の東京への移動 －－－－－－－－－－－－→




これら登場人物の舞台間の移動の軌跡を整理すると, 物語の前半は, 両親 (周
吉・とみ) が, 尾道→東京 (→大阪) →尾道と移動するのに対し, 後半は子ども
たち (幸一・志げ・紀子・敬三) が, 東京 (大阪) →尾道→東京 (大阪) と移
動していることがわかる (第１図)｡ つまりこの作品は, 前半は尾道に住む両親
の東京への旅を描き, 母親の死という文字通り家族関係の喪失を象徴する事件を
転換点として, 後半は東京に住む子供たちの尾道への旅が描くという, 非常にシ
ンプルな構成をもっているのである｡ この二つの旅が, 親の旅と子の旅, 東京へ


















た伝統的世界の対極にある, いわば ｢未来｣ の日本の隠喩と捉えることができる
(６)
｡

















とみ ｢でも, なんやら夢見たような…｡ 東京ゆうたらずいぶん遠いとこじゃ思
うとったけえど, きのう尾道を発って, もう今日こうしてみんなに会え
るんじゃもんのう…やっぱり長生きアするもんじゃのう｣








しかし, 熱海から帰ってきた夜, 志げの家に泊まるのを遠慮した結果, とみは
紀子のアパートに泊まることになり, その翌日, 尾道へ帰るという日の朝, とみ
が紀子に言う台詞では, まったく逆のことが語られる｡
紀子 ｢またどうぞ, 東京いらしったら｣






とみ ｢みんな忙しいのに, ほんまにお世話になって｡ でも, みんなにも会えた
し, これでもうもしものことがあっても, わざわざ来てもらわんでもえ
えけえ｣
志げ ｢なによ, おかあさん｡ そんな心細いこと｡ まるで一生のお別れみたいに｣
とみ ｢ううん, ほんまよ｡ ずいぶん遠いんじゃもんのう｣
つまりは, この東京と熱海で過ごしたわずか数日間のあいだに, 老夫婦にとっ














とみ ｢そうですなあ｡ うっかりこんなとこではぐれでもしたら, 一生涯探して
も会わりゃしやせんよ｣
そのような ｢東京｣ で生きていくためには, 価値観を変えなければならない｡













京子 ｢そうかしら？でも, あたしそんな風になりたくない｡ それじゃ親子なん
てずいぶんつまらない｣
紀子 ｢そうねえ｡ でも, みんなそうなってくんじゃないかしら｡ だんだんそう
なるのよ｣
京子 ｢じゃあ, お姉さんも？｣












に, それらは近い将来において必然的に消えゆく運命にある｡ こうした ｢過去｣
の人間である周吉にとって唯一できることは, かつては自分たちと同じ世界にい
た子どもたちが, 東京という ｢異界｣ へ行き, やがて ｢異界の人｣ になってしまっ
た事実をただ受け入れることだけである｡ 上野にある場末のおでん屋で, 周吉が
旧知の沼田に言う｡
周吉 ｢しかしなあ, 沼田さん｡ わしも今度出てくるまでは, もちいっと倅がど
うにかなっとると思うとりました｡ ところがあんた, 場末のこんまい町
医者でさ｡ あんたの言うことはようわかる｡ あんたの言うように, わし
も不満じゃ｡ じゃがのう, 沼田さん, こら世の中の親っちゅうもんの欲
じゃ｡ 欲張ったらきりがない｡ こらあきらめにゃならん, とそうわしは
思たんじゃ｡ あれもあんなやつじゃなかったんじゃが｡ しょうがないわ
い｡ やっぱり, 沼田さん, 東京は人が多すぎるんじゃ｡ まあ, ええと思
わないかんじゃろ｣





とみ ｢ええほうですとも｡ よっぽどええほうですさ｡ 私ら幸せでさあ｣
周吉 ｢そうじゃのう｡ まあ, 幸せなほうじゃのう｣
とみ ｢そうでさあ｡ 幸せなほうでさあ｣

























して日本から ｢尾道｣ は消え去り, すべてが ｢東京｣ 化してしまったことは実際
に見るとおりである｡ この映画が制作された昭和28年の時点で, 小津がこういっ






(１) 内田順文 ｢宮崎駿 『風の谷のナウシカ』 にみる ｢自然－人間｣ 観と現代人の地球
環境観について｣ 国士舘大学地理学報告No.５, 1-15頁, 1996年｡




富士山のショットを挿入して日本を示した 『八十日間世界一周』 (1957)や, アルプス
山脈の風景からの長いズームインで始まる 『サウンド・オブ・ミュージック』 (1965)
などが典型的な例である｡
(４) 以下の記述における風景の同定については, 田中眞澄編 『小津安二郎 ｢東京物語｣
ほか』 みすず書房, 2001年｡ のほか, 次のインターネット・サイトも利用した｡ URL:
http: //www.ne.jp/asahi/nonki/jinqi/overdose/location/tokyostory/ ,URL: http:// www.tokyo-
kurenaidan.com/ozu-tokyo1.html
(５) 前掲 (２) のほか, フィルムアート社編 『小津安二郎を読む』 フィルムアート社,





うに, 作品の構造が物語の前半 (東京) に対する後半 (尾道) というかたちで明瞭な
対称形をなしているのと同様, この二つの世界はあらゆる点で対照的に描かれており,
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六
三
作品を観るものに非常にわかりやすい比喩となっている｡
(７) ただし, 周吉夫婦の東京遊覧のシーンとラストでの紀子が尾道を離れていく短い
シーンを除いて, 作中で登場人物の移動そのものが描かれることはまったくない｡
(本学助教授・地理学)
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